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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
私
た
ち
の
暮
し
は
も
と
よ
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
単
位
ク

ラ
ブ
を
は
じ
め
、
専
門
部
会
・
女
性
部
・
若
手
委
員
会
で
は
、

多
く
の
行
事
や
活
動
が
中
止
や
延
期
に
な
り
、
大
勢
で
集
ま

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
り
、
活
動
へ
の
参
加
を
控
え
る

な
ど
、
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
会

員
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
⓫
月
に
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創
立
�
周
年
記

念
・
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
戦
後

の
混
乱
と
激
動
の
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、〝
高
齢
期
の
幸
せ

は
高
齢
者
自
身
の
手
で
創
り
出
そ
う
〟
と
の
合
言
葉
で
誕
生

し
た
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
の
意
欲
と
行
動
、
住
民

の
励
ま
し
や
協
力
、
国
や
地
方
自
治
体
の
理
解
と
支
援
の
も

と
、
発
展
し
て
き
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
、
現
在
、
厳
し
い

コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
に
行
事
や
活
動
が
で
き
な
く
て
も
、
先
輩

た
ち
が
築
き
上
げ
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
た
ち
も
大
勢
お

り
、
世
代
間
交
流
で
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
供
・
孫
た
ち
や
支

え
て
く
れ
る
家
族
も
い
る
こ
と
に
幸
せ
と
生
き
る
勇
気
を
改

め
て
感
じ
て
き
ま
し
た
。

人
生
百
年
時
代
に
向
け
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進

行
し
て
い
く
中
で
「
健
康
づ
く
り
」「
支
え
あ
い
づ
く
り
」

「
い
き
が
い
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
す
べ
て

の
世
代
が
輝
け
る
地
域
共
生
社
会
を
築
き
上
げ
て
い
く
た
め

に
、
私
た
ち
高
齢
者
・
老
人
ク
ラ
ブ
も
、
そ
の
一
翼
を
担に
な

っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
仲
間
を
思
い
や
り
仲
間
を
増
や
し
、
明
る
く

楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
会
員
の
皆
様

方
の
御
健
勝
と
新
し
い
年
が
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
、
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
⓫
月
⓳
日
㈯
・
⓴
日
㈰
、
会
場
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ

ザ
藤
崎
他
で
３
年
ぶ
り
に
〝
リ
ン
ゴ
と
お
米
の
収
穫
感
謝
祭

〟
が
開
催
さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

開
会
に
先
立
っ
て
、
先
日
全
国
大
会
の
出
場
を
決
め
た
常

盤
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
部
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
。

◆
町
長
挨
拶

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
秋
ま
つ
り
の
た
め
、
お
天
道

様
も
応
援
し
て
い
る
み
た
い
で
す
。
３
年
ぶ
り
に
町
民
あ
げ

げ
て
の
「
秋
ま
つ
り
」
は
収
穫
に
感
謝
す
る
今
日
の
祭
典
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、
自
己
防
衛
し
な
が
ら
我
が
藤
崎

町
・
青
森
県
の
た
め
、
日
々
一
人
一
人
努
力
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
秋
ま
つ
り
が
我
が
町
を
本
当
に
力
強
く

進
め
る
こ
と
を
皆
さ
ん
と
願
い
、
ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

◆
開
会
宣
言

藤
崎
小
学
校
・
藤
崎
中
央
小
学
校
・
常
盤
小
学
校
の
三
校

に
よ
る
「
お
祭
り
み
こ
し
」
祭
り
だ
！
祭
り
だ
！
ワ
ッ
シ
ョ

イ
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
で
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

◆
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

町
老
連
が
イ
ベ
ン
ト
館
（
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎
）
で
遊

び
広
場
の
一
角
の
昔
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
で
役
員
・
若
手
委
員
・

女
性
部
員
が
２
日
間
と
も
⓴
人
ず
つ
（
㊵
人
）
が
「
ず
ぐ
り
・

け
ん
玉
・
お
手
玉
・
お
は
じ
き
・
あ
や
と
り
」
を
子
供
た
ち

に
指
導
し
、
共
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

◆
遊
び
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
祭
り
２
日
間
を
通
し
て
常
時
⓴
人
位
の

親
子
・
友
人
同
士
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
、
来
る
人
来
る
人
が
、

昔
の
遊
具
を
自
由
に
手
に
取
り
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
た
。

中
に
は
、
思
い
通
り
に
出
来
無
く
て
「
悔
し
涙
」
を
流
す
子

ど
も
も
い
ま
し
た
。

◆
ず
ぐ
り
ま
わ
し
の
場
面

見
て
い
る
間
に
〝
ず
ぐ
り
回
し
〟
が
ど
ん
ど
ん
上
手
に
な

っ
た
子
ど
も
に
マ
イ
ク
を
向
け
る
と
、「
最
初
は
出
来
な
か

っ
た
も
の
が
、
教
え
ら
れ
た
投

げ
方
を
す
る
と
よ
く
ま
わ
っ
て

嬉
し
い
で
す
」と
話
し
て
い
た
。

　

例
年
１
月
に
開
催
し
て
き
た「
新
年
研
修
会
」は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、昨
年
同
様 

「
理
事
会
」と
し

て
開
催
し
ま
す
。

一
、日
　
時
　
１
月
㉗
日
㈮
　
⓾
時
～
⓬
時

二
、場
　
所
　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、日
　
程

　
　

⑴
受
付　
９
時
㉚
分
～
⓾
時

　
　
⑵
開
会　
⓾
時
～
⓾
時
⓾
分

　
　

⑶
県
老
連
会
長
表
彰
状
伝
達
式　

　
　
　
　
　
　
　
　

⓾
時
⓾
分
～
⓾
時
㉚
分

　
　
　

来
賓　

　
　
　
　

県
老
連
常
務
理
事
・
事
務
局
長　

五
戸 

秀
樹
氏

　
◎
被
表
彰
者

　
　

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

矢
沢
長
寿
会　
　
　
（
清
野
草
名
義
会
長
）

　
　
　
　

館
川
シ
ニ
ア
倶
楽
部（
木
村
ト
モ
子
会
長
）

　
　
　
　

常
盤
養
命
会　
　
　
（
三
上　

一
会
長
）

　
　

○
個
人
功
労

　
　
　
　

木
村
美
智
子（
町
老
連
副
会
長
）

　
　
　
　

神　

昭
子　
（
町
老
連
副
会
長
）

　
　
　
　

佐
々
木
了
子（
町
老
連
監
事
）

　
　
　
　

竹
嶋　

逞
子（
仲
町
登
喜
和
会
長
）

　
　
　
　

田
澤　

順
子（
曲
新
田
健
老
会
長
）

　
　
　
　

坂
岡　

明　
（
榊
壮
寿
会
第
２
会
長
）

　
　
　
　

相
坂
ナ
ツ
ヱ（
白
子
高
砂
会
長
）

　
　
　
　

白
戸　

治　
（
東
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
）

　
　

○
特
別
感
謝　

　
　
　
　

舘
山　

新
一（
県
老
連
監
事
・
町
老
連
会
長
）

　
　

⑷
式
典
映
像 

観
賞　
⓾
時
㉚
分
～
⓫
時

　
　
　
　
　
　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
創
立
�
周
年
記
念
・

　
　
　
　
　
　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

　
　

⑸
講
話  

⓫
時
～
⓫
時
㊿
分

　
　
　
　

演
題「
こ
れ
か
ら
を
ど
う
生
き
る
か
」

　
　
　
　
　
　

講
師　

と
き
わ
会
病
院　

永
山
隆
造
先
生

四
、閉
会
　
⓫
時
㊿
分

※
理
事
と
は
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
各
専
門
部
長
・

　

女
性
部
長
・
各
委
員
会
委
員
長
・
本
部
役
員

※
出
席
者
は
、
申
込
書
に
記
入
の
上
、
１
月
⓯
日
㈰
ま
で
に

　

藤
崎
・
常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
提
出
を
お
願

　

い
し
ま
す
。
申
込
書
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
宛
は
【
白
寿
】

　

1
月
号
に
同
封
し
ま
す
。

　

専
門
部
は
、
御
足
労
お
掛
け
し
ま
す
が
、
藤
崎
・
常
盤
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
領
し
、
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
欠
席
の
場
合
は
必
ず
代
理
の
方
の
出
席

4

4

4

4

4

4

4

を
お
願
い
し
ま
す
。

１  月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 日 元日
2 月 年始休業
3 火 年始休業
4 水
5 木 新年互礼会 11:00
6 金 老連役員会 10:00
７ 土 レクダンス部  9:30
8 日
9 月 成人の日

10 火 囲碁・将棋部 12:30
11 水 茶道部 13:00
12 木 囲碁・将棋部 12:30
13 金
14 土 レクダンス部  9:30
15 日
16 月 芸能部 12:00
17 火 囲碁・将棋部 12:30
18 水
19 木 囲碁・将棋部 12:30
20 金 広報委員会 13:30
21 土 レクダンス部  9:30
22 日

23 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

24 火 囲碁・将棋部 12:30
25 水 茶道部 13:00
26 木 囲碁・将棋部 12:30
27 金
28 土 レクダンス部  9:30
29 日
30 月 芸能部 12:00

31 火 【白寿】配布日 ９時以降
囲碁・将棋部 12:30

寒 気
季節：冬

新
年
を
迎
え
て

   　
　
　
　

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

舘
山　

新
一

第
⓾
回
藤
崎
秋
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　

町
老
連
が
昔
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
運
営

町
老
連
理
事
会   

開
催
の
お
知
ら
せ

開会式で常盤小学校スクールバンド部が演奏

「昔の遊び」を老人クラブ会員と子供との世代間交流
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鳴
海　
艸
人

雪
国
を
発
ち
て
香
港
初
仕
事

木
村
美
智
子

夫
の
む
く
実
の
つ
や
や
か
や
茶
碗
蒸
し

海
野
比
呂
子

香
満
つ
る
寒
九
の
水
の
写
経
終
へ

清
水
稼
志
男

コ
ロ
ナ
禍
を
流
し
す
っ
き
り
初
手
水

　

は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
４
年
７
月

自
分
の
愛
し
て
や
ま
な
い
生
ま
れ
育
っ
た
常
盤
村
だ
が
、

落
ち
着
い
て
じ
っ
く
り
見
聞
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

今
回
、
本
誌
編
集
氏
か
ら
紀
行
文
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
依
頼
に
よ
り
天
気
に
誘
わ
れ
、
矢
立
を
腰
に
一
巡

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
行
状
記
を
順
を
追
っ
て
筆
を
取
る

こ
と
に
し
た
。
題
し
て
「
常
盤
ひ
と
り
旅
」。

と
こ
ろ
で
、
と
き
わ
と
称
す
る
市
町
村
は
全
国
に
い
く
つ

有
る
の
だ
ろ
う
と
玄
関
を
出
る
時
「
日
本
地
名
辞
典
」
を
開

い
て
見
た
ら
次
の
よ
う
な
数
と
な
っ
た
。

常
葉
町
（
福
島
県
田
村
郡
）
常
盤
村
（
千
葉
県
香
取
郡
、

福
井
県
丹
生
郡
、
愛
知
県
額
田
郡
、
香
川
県
三
豊
郡
）
そ
し

て
私
達
の
住
む
常
盤
村
の
同
字
は
（
北
海
道
上
川
郡
、
秋
田

県
山
本
郡
、
山
形
県
上
山
村
郡
、
栃
木
県
安
蘇
郡
、
長
野
県

下
水
内
郡
、
滋
賀
県
栗
田
郡
、
岡
山
県
都
窪
郡
、
青
森
県
南

津
軽
郡
）
と
十
三
町
村
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日
「
町
村
合
併
促

進
法
」
の
公
布
に
よ
り
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
消
え
去
り
、
今
で
は

私
達
の
ふ
る
さ
と
青
森
県
南
津
軽
郡
常
盤
村
た
だ
一
つ
だ
け

生
き
残
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
常
盤
と
は
ど
う
言
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う

と
今
度
は
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
を
繙ひ

も
とい

て
見
る
に
長
々
と

書
い
て
あ
っ
た
が
略
記
す
る
と「
と
こ
い
わ
の
変
化
し
た
語
、

常
に
変
わ
ら
な
い
岩
、
転
じ
て
永
久
に
続
く
こ
と
、
ま
た
そ

の
さ
ま
、と
こ
し
え
、反
面
、洒
落
本
（
穴
可
至
子
）
に
『
そ

ん
な
常
盤
な
咄
を
せ
ず
と
た
ば
こ
で
も
呑
み
ね
』
あ
て
の
な

い
こ
と
、
め
や
す
の
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
さ
ま
に
も
使
わ

れ
て
い
る
」。
ま
た
孫
の
国
語
辞
典
に
は
「
永
久
に
変
わ
ら

な
い
こ
と
、
一
年
中
葉
の
色
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
一

年
中
緑
の
葉
を
つ
け
て
い
る
常
緑
樹
を
常
盤
木
と
言
う
。」

と
あ
っ
た
。
最
後
に
も
う
一
つ
念
を
入
れ
て
、
昭
和
二
十
九

年
三
月
十
九
日
付
で
常
盤
村
長
古
川
三
雄
，
富
木
舘
村
長
榊

種
吉
の
連
名
で
青
森
県
知
事
津
島
文
治
に
提
出
さ
れ
た
村
合

併
申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
新
村
名
選
定
の
理
由
書
に
は
「
古

く
か
ら
こ
の
地
区
を
常
盤
地
方
と
称
し
、
経
済
文
化
の
中
心

地
と
し
て
そ
の
名
声
が
高
か
っ
た
。
又
、
常
盤
と
は
「
永
久

に
栄
え
る
」
と
も
解
さ
れ
て
お
り
、
両
村
が
こ
の
合
併
を
記

念
し
て
永
久
に
お
互
い
に
助
け
あ
っ
て
栄
え
る
よ
う
に
と
の

意
か
ら
右
の
よ
う
な
村
名
と
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
記

さ
れ
て
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
続
く
）

　
昆
虫
食
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

以
前
【
白
寿
】
に
昆
虫
を
食
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
（
主
に

長
野
県
？
）
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
う
。

最
近
、
昆
虫
食
が
な
か
な
か
賑
や
か
に
な
っ
て
き
て
い
る

よ
う
だ
。
多
分
、
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
取
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
々
や
国
の
存
在
が
あ
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
一
部
を
列
記
す
る
と
、

①
冷
凍

　

ス
ズ
メ
バ
チ
・
コ
オ
ロ
ギ
・
オ
ケ
ラ
・
カ
イ
コ
・
ゲ
ン

　
　

ゴ
ロ
ウ
・
バ
ッ
タ
・
ア
リ
・
サ
ソ
リ
・
セ
ミ
・
コ
ガ
ネ

　
　

ム
シ
等

②
パ
ウ
ダ
ー 

（
粉
末
）

③
加
工
食
品　

素
揚
げ
・
乾
燥
・
激
辛
・
ス
イ
ー
ツ

④
自
販
機

そ
し
て

A
国
際
連
合
食
料
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｄ
）
は
二
〇
一
三
年

　
　

に
食
品
及
び
飼
料
に
お
け
る
昆
虫
類
の
役
割
に
注
目
。

B
二
〇
五
〇
年
、
世
界
人
口
は
百
億
人
に
迫
る
の
で
、
昆

　
　

虫
が
食
糧
に
な
り
う
る
。

C
全
世
界
で
人
々
は
一
九
〇
〇
種
以
上
の
昆
虫
を
食
し
て

　
　

い
る
。

D
多
い
も
の
は
、
甲
虫
・
イ
モ
虫
・
ハ
チ
・
バ
ッ
タ
な
ど
。

　

タ
ン
パ
ク
質
・
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
キ
チ
ン  

　
　

質
・
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
等
々
が
含
ま
れ
る
。

E
ア
レ
ル
ギ
ー
・
病
気
な
ど
に
注
意
が
必
要
。

F
家
畜
飼
料
・
水
産
飼
料
・
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
可
能
性
も

　
　

あ
る
。

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
の
だ
が
、
皆
様
は
ど
の
よ
う
な

感
想
を
お
持
ち
で
す
か
？

今
後
は
何
か
し
ら
の
形
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
は
あ

り
そ
う
だ
が
、
実
際
私
は
今
ま
で
に
バ
ッ
タ
や
蜂
の
子
な
ど

食
し
て
い
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
余
り
に
も
す
ご
い
？
の
で

な
け
れ
ば
私
は
摂
取
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
に
よ
っ
て

は
抵
抗
を
感
じ
る
方
た
ち
も
い
る
も
の
と
思
う
が
、
今
の
と

こ
ろ
は
そ
れ
で
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、

一
部
の
国
で
は
絶
対
的
な
食
料
不
足
に
対
し
て
は
、
そ
う
も

い
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

藤
崎
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
婦
人
部
が
新
設
さ
れ
た

の
は
、
昭
和
五
十
八
年
八
月
で
し
た
。
私
も
そ
の
頃
か
ら
婦

人
部
の
仲
間
入
り
を
し
、
活
動
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
だ
日
が
浅
い
の
で
深
い
内
容
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

お
誘
い
が
あ
り
、
青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
婦
人
幹
部
研

修
会
に
出
席
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
昭
和
五
十
九
年
度
、

藤
崎
町
で
は
五
月
九
日
早
々
に
第
一
回
目
の
婦
人
部
総
会
を

開
催
し
、
一
年
間
の
計
画
を
検
討
し
、
六
月
か
ら
実
施
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
内
容

は
下
表
の
通
り
で
す
。

こ
の
間
に
踊
り
を
習

っ
た
り
、
甘
酒
を
作
っ

た
り
で
、
毎
月
「
婦
人

集
会
」
と
し
て
会
合
を

進
め
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
四
日
、
中

南
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
婦
人
幹
部
研
修
会
が
あ
り
、
婦
人

部
の
葛
西
部
長
さ
ん
と
二
人
で
出
席
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。私

が
、
藤
崎
町
の
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
活
動
の
内
容
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
が
、
最
後
に
助
言
と
総
評
と
言
う
こ

と
で
中
南
地
方
福
祉
事
務
所
の
西
谷
所
長
さ
ん
か
ら
、
「
藤

崎
町
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
活
動
が

実
に
う
ま
く
行
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
お
褒
め
の
言

葉
が
あ
り
、
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
七
日
に
は
、
青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

婦
人
幹
部
研
修
会
に
前
年
と
同
様
に
出
席
し
ま
し
た
。
私
は

三
つ
の
分
科
会
の
中
、
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
婦
人
会
員

の
役
割
」
の
分
科
会
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
鶴
田
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
発
表
が
あ
り
、
私
た
ち
の
計
画
と
そ
れ

程
変
わ
ら
な
い
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
中
で
、
会

員
一
人
五
百
円
ず
つ
出
し
て
〝
桂
須
磨
子
劇
団
〟
を
招
い
て

演
劇
と
歌
謡
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
た
と
い
う
話
題
が
あ

り
、
藤
崎
町
で
は
考
え
た
こ
と
の
な
い
内
容
で
し
た
の
で
多

少
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。

藤
崎
町
で
は
「
婦
人
集
会
」
と
い
う
名
前
で
月
二
回
く
ら

い
の
会
合
を
持
ち
、
そ
の
中
で
各
種
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
月
で
す
の
で
な
る
べ
く
多
く
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
て
頂
き
、
実
り
の
多
い
集
会
に
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

多
く
の
集
会
や
行
事
に
参
加
し
、
老
後
の
生
き
が
い
を
高

め
る
と
と
も
に
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
目
指
し
、
明
る
い

家
庭
を
築
く
よ
う
お
互
い
誘
い
あ
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
連
載
に
あ
た
っ
て

こ
の
「
常
盤
ひ
と
り
旅
」
は
、
常
盤
村
農
業
協
同
組

合
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
石
澤
清
五
郎
氏
が
執
筆
さ
れ

た
旧
常
盤
村
の
紀
行
文
で
す
。
平
成
４
年
７
月
か
ら
機

関
紙
「
広
報
Ｊ
Ａ
と
き
わ
村
」
に
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
、
常
盤
地
区
（
町
内
）
の
昔
を
知
る
貴
重

な
資
料
で
す
。

今
回
、
家
族
の
了
解
を
得
ま
し
た
の
で
藤
崎
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
機
関
紙
【
白
寿
】
に
連
載
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
五
月
三
日
、
旧

常
盤
村
と
富
木
舘
村
が
合
併
し
、

新
常
盤
村
が
誕
生
し
た
。
い
わ
ゆ

る
昭
和
の
大
合
併
で
、
県
内
の
合

併
第
１
号
で
あ
る
。
元
々
両
村
は

産
業
や
文
化
・
教
育
も
交
流
が
あ

り
、
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
合

併
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

◇
◇ 

俳
　
句 

◇
◇

先
輩
に
学
ぶ
　
㉛
　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　
第
三
号 

昭
和 

�
年
度
　
⑱

 
◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

130

石
澤
清
五
郎
　

　
常
盤
ひ
と
り
旅

月

行　

事　

予　

定

五　

月

総
会

六　

月

六
月
に
真
瓜
の
作
り
方

七　

月

健
康
講
座

九　

月

老
人
ホ
ー
ム
慰
問

十　

月

漬
物

十
一
月

真
瓜
の
粕
漬
け

十
二
月

子
ど
も
達
と
の
交
流

一　

月

改
良
汁

二　

月

糀
の
作
り
方

三　

月

健
康
講
座

合併祝賀会会場となった富木舘村・常
盤村組合立明徳中学校

　
婦
人
部
会
に

　
　
　
　
参 

加 

し 

て

　
　
　
　
　
　
館
川
　
加
藤
ハ
ツ
ヱ


